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塵動の

　

全
国
ハ
ン
セ
ン
氏
病
患
者
協
議
会

　

（
全
患
協
）
は
第
二
十
六
回
支
部
長

会
議
（
大
会
）
を
、
五
月
九
日
か
ら

十
三
日
ま
で
国
立
療
養
所
邑
久
光
明

医
療
・
生
活
・
将
来
構
想
で

全
患
協
2
6
回
支
部
長
会
議
（
５
月
）
を
開
く

園
（
岡
山
県
６
久
郡
邑
久
町
）
で
ひ

ら
き
ま
す
。

　

全
患
協
は
結
成
以
来
二
十
八
年
、

運
動
の
基
調
と
し
て
、
強
制
隔
離
政

策
に
反
映
さ
れ
る
ハ
ン
セ
ン
氏
病
へ

の
差
別
的
な
行
政
を
改
善
さ
せ
る
た

め
に
終
始
一
貫
、
運
動
を
つ
づ
け
て

き
ま
し
た
。
要
求
の
柱
は
、
①
医
療

の
改
善
②
施
設
整
備
の
促
進
③
不
自

日患北海道運1こｶﾛ入している白療回復者・通院患者の会の

レクリエーション

由
者
看
護
の
職
員
切
替
え
、
患
者
作

業
の
返
還
、
そ
れ
に
と
も
な
う
職
員

増
員
④
生
活
処
遇
の
改
善
な
ど
ご

す
。

　

こ
う
し
て
全
患
協
は
、
運
動
の
っ

み
か
さ
ね
の
中
で
、
数
々
の
要
求
を

実
現
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

　

い
ま
、
全
国
入
所
者
の
平
均
年
齢

は
五
十
八
歳
。
高
齢
化
に
よ
る
成
人

病
や
合
併
症
思
者
が
増
え
つ
づ
け
て

い
ま
す
。
一
方
、
一
般
の
国
病
、
国

寮
に
く
ら
べ
て
、
医
師
・
看
護
婦
な

ど
の
定
員
は
、
極
度
に
低
い
の
が
現

状
で
す
。

　

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
支
部
長

会
議
で
は
①
医
療
の
充
実
―
医
師
の

充
増
員
、
治
療
セ
ン
タ
ー
の
設
置
促

進
、
地
域
医
療
機
関
の
協
力
②
職
員

の
増
員
③
将
来
構
想
研
究
委
員
会
を

各
支
部
に
設
置
し
、
ハ
氏
病
原
善
所

の
将
来
計
画
を
研
究
す
る
こ
と
、
な

ど
を
中
心
に
重
点
討
議
を
お
こ
な
い

五
十
四
年
度
の
運
動
方
針
を
決
定
す

る
予
定
で
す
。

「
福
祉
の
手
び
き
」
発
行

全
腎
協
地
域
の
活
動
を
援
助

　

全
腎
協
は
昨
年
五
月
の
第
八
回
総

会
で
、
組
織
・
宣
伝
活
動
の
一
つ
と

し
て
入
会
案
内
の
発
行
と
と
も
に
。

　

「
各
種
制
度
、
行
政
、
議
会
の
し
く

み
な
ど
の
解
説
書
（
手
引
き
）
の
発

行
」
を
方
針
と
し
て
決
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
全
腎
協
が
結
成
さ
れ
て
約

八
年
で
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
す
べ

て
の
都
道
府
県
に
県
組
織
が
確
立

し
、
会
員
数
も
一
万
七
千
人
を
越
え

る
団
体
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
都
道

府
県
単
位
、
病
院
単
位
の
患
者
会
の

独
自
活
動
を
強
化
す
る
こ
と
に
活
動

の
重
点
を
お
き
、
こ
の
独
自
活
動
強

化
を
援
け
る
た
め
に
こ
れ
ら
の
発
行

を
決
め
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
う
ち
入
会
案
内
に
つ
い
て
は

既
に
昨
年
十
月
に
発
行
し
、
各
県
の

組
織
拡
大
に
役
立
つ
て
い
ま
す
が
、

各
種
制
度
の
し
お
り
に
つ
い
て
も
近

く
発
行
す
べ
く
準
備
を
す
す
め
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
は
「
腎
臓
病
患
者
の
福
祉
制

度
の
し
お
り
」
と
し
て
、
腎
臓
病
患

者
が
受
け
ら
れ
る
諸
制
度
を
わ
か
り

や
す
く
解
説
し
た
も
の
で
す
。
内
容

は
、
医
療
保
険
制
度
、
年
金
保
険
制

度
、
公
費
負
担
医
療
制
度
な
ど
の
一

覧
表
と
解
説
、
身
体
障
｀
暑
福
祉
法

の
解
説
、
生
活
保
護
、
手
当
、
税
の

控
除
・
免
除
、
職
業
な
ど
現
行
の
国

の
諸
制
度
を
ほ
と
ん
ど
網
羅
Ｕ
だ
も

の
で
、
4
4
ぺ
Ｌ
ン
程
に
な
る
予
定
で

す
。
特
に
「
自
分
や
家
族
が
病
気
に

な
っ
た
ら
」
、
「
透
仇
患
者
に
な
っ

た
ら
」
、
「
暮
し
に
困
っ
た
ら
」
。

　

逼
族
に
な
っ
た
ら
］
な
ど
と
必
要

な
項
目
が
す
ぐ
調
べ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

全
腎
協
で
は
こ
の
し
お
り
を
三
月

中
に
は
発
行
し
、
各
県
組
織
役
員
、

病
院
単
位
思
者
会
役
貝
が
患
者
や
家

族
の
相
談
に
す
ぐ
応
え
ら
れ
る
よ
う

に
し
た
い
と
急
ビ
″
チ
で
準
備
を
す

す
め
て
い
ま
す
。

互
療
会
（
人
工
肛
門
）
の
総
会

五
月
二
七
日
東
京
・
赤
十
字
本
社
で
開
催

　

五
月
二
十
七
日
（
日
）
午
前
十
時

よ
り
東
京
・
芝
大
門
に
あ
り
ま
す
日

本
赤
十
字
社
に
於
い
て
、
互
原
会

　

（
人
工
肛
門
）
の
全
国
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

す
で
に
互
際
会
に
は
、
北
海
道
、

仙
台
、
新
潟
、
千
葉
、
東
京
、
静
岡
、

浜
松
、
金
沢
、
京
都
、
和
歌
山
、
神

戸
、
広
島
、
呉
、
九
州
、
長
崎
に
地

区
セ
ン
タ
ー
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
こ
数
年
、
セ
ン
タ
ー
は
各
地

に
ふ
え
て
い
ま
す
が
、
現
在
、
セ
ン

タ
ー
づ
く
り
を
準
備
さ
れ
て
い
る
の

が
、
徳
島
、
富
山
、
二
多
摩
（
東
京
）

な
ど
で
す
。

　

今
度
の
総
会
は
、
全
国
か
ら
約
二

百
名
の
代
表
参
加
が
予
定
さ
れ
、
会

員
の
悩
み
で
あ
る
国
民
年
金
に
三
級

の
新
・
設
と
か
、
身
障
手
帳
交
付
の
対

象
に
と
が
、
器
具
の
公
費
負
担
化
な

ど
の
方
針
が
討
議
さ
れ
ま
す
。
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皿の
晴
間
が
あ
る
か
と
思
う
に
雪
が
ち

心
臓
病
児
者
の
悩
み
集
め
て

心
臓
病
の
札
幌
支
部
が
結
成
大
会

約
一
年
。
昨
年
十
月
の
全
国
総
会
に

は
代
表
を
お
く
る
な
ど
し
て
、
充
分

に
準
備
を
と
と
の
え
て
い
た
が
、
何

ん
と
い
っ
で
も
北
国
、
冬
の
寒
さ
は

ら
ち
う
Ｔ
る
三
月
十
一
日
、
札
幌
市
き
び
し
く
、
な
か
な
か
結
成
大
会
が

民
会
館
に
お
い
て
、
約
七
十
名
の
心
も
て
な
か
っ
た
の
で
す
。
三
月
十
一

臓
病
児
の
親
が
集
ま
り
ま
し
た
。
日
は
比
較
的
あ
た
た
か
く
、
予
想
を

　

支
部
結
成
準
備
会
が
で
き
て
か
ら
ヽ
こ
え
る
人
達
が
結
成
大
会
に
集
り
ま

日患同盟の健保・結核予防法改悪反対の中央交渉団は厚生省で

決起集会を開き、厚生大臣にそのことを申入れた（昨年1火）

し
た
。

　

「
血
液
は
ど
う
し
て
集
め
る
の
か
」

示
術
の
順
番
が
な
か
な
か
こ
な
い
」

　

　
　
。
適
当
な
学
校
が
な
い
］
な
ど
、
多

く
の
悩
み
を
皆
ん
な
か
出
し
な
が

ら
、
こ
れ
か
ら
一
年
の
活
動
方
針
に
、

血
液
問
題
を
取
り
上
げ
た
り
交
流
会

に
力
を
入
れ
て
ゆ
く
こ
と
を
き
め
ま

し
た
。

　

札
幌
支
部
結
成
は
、
東
北
に
支
部

日
本
患
者
同
盟
鯛
大
会

六
月
十
三
日
高
松
市
内
で
開
催

　

日
本
患
者
連
盟
第
七
二
回
定
期
大

会
は
、
六
月
十
三
日
よ
り
土
五
日
の

三
日
間
と
す
る
こ
と
を
、
三
月
二
十

日
の
第
一
七
六
回
幹
事
会
で
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

大
会
開
催
地
を
香
川
県
高
松
市
内

と
決
め
た
要
因
は
、
日
患
同
盟
が
患

者
の
療
養
権
、
団
結
権
等
を
守
る
う

え
で
、
重
要
な
意
義
を
も
つ
高
知
三

柏
園
事
件
公
判
が
大
詰
め
を
む
か
え

た
段
階
で
裁
判
の
無
罪
判
決
を
勝
ち

と
る
運
動
を
つ
よ
め
る
こ
と
に
結
び

つ
け
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
大
会
は
、
地
元
香
川
県
患

者
自
治
会
連
合
会
を
は
じ
め
、
四
国

の
各
県
患
の
協
力
も
え
て
ひ
う
か
れ

ま
す
。

　

大
会
の
第
一
日
目
は
、
高
松
市
民

セ
ン
タ
ー
（
高
松
市
松
島
町
）

　

第
二
・
三
日
目
は
、
丸
福
苑
（
宿

舎
を
含
む
＝
高
松
市
西
内
町
八
番
五

り
）
が
会
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

の
な
い
私
達
の
会
に
と
っ
て
大
変
意

義
の
あ
る
こ
と
で
、
全
国
の
仲
間
が

待
ち
望
ん
で
い
た
の
で
す
。

　

結
成
大
会
に
は
、
心
臓
病
の
専
門

の
先
生
も
お
よ
び
し
、
午
後
は
心
臓

病
の
冶
療
の
講
演
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
参
加
者
の
要
望

の
強
か
っ
た
相
談
会
も
行
わ
れ
時
間

延
長
と
い
う
盛
況
ぶ
り
を
し
め
し
ま

し
た
。

　

北
海
道
、
東
北
の
地
に
於
け
る
初

め
て
の
支
部
結
成
大
会
は
、
こ
の
よ

う
に
大
変
盛
大
な
も
の
と
な
り
、
運

動
の
第
一
歩
を
立
派
に
歩
み
だ
し
ま

し
た
。

小原流の生花漣供者．Ａ子様）

腎
疾
患
の
総
合
対
策
酬
を
提
案

　

全
国
腎
臓
病
患
者
連
絡
協
議
会
は

五
月
二
十
日
午
前
十
時
よ
り
四
時
ま

で
、
広
島
市
、
中
国
新
聞
ホ
ー
ル
に

於
い
て
、
第
九
回
総
会
を
ひ
ら
き
ま

す
。
参
加
者
は
五
〇
〇
名
予
定
し
て

全
腎
協
第
九
回
全
国
総
会
五
月
開
催

い
ま
す
。

　

今
度
の
総
会
に
は
、
政
策
と
し
て

　

「
腎
疾
患
の
総
合
対
策
の
確
立
の
た

め
に
」
ト
私
達
の
考
え
方
―
を
、
内

外
に
対
し
て
提
案
し
ま
す
。
こ
れ
は

予
防
か
ら
治
寮
、
社
会
復
帰
に
至
る

総
合
的
な
も
の
で
、
中
央
に
対
策
委

員
会
の
設
置
、
中
央
と
各
県
に
腎
セ

ン
タ
ー
設
置
を
要
求
す
る
内
容
と
な

っ
て
い
ま
す
。
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こ
の
ほ
ど
、
行
政
管
理
庁
は
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
を
通
じ
、
「
公
費
負
担

医
療
に
関
す
る
行
政
管
察
」
を
実
施

す
る
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

本
誌
編
果
委
員
会
は
三
月
十
三
日
、

行
政
管
理
庁
・
総
務
課
、
若
松
公
報

甕
門
官
を
訪
ね
、
そ
の
実
施
内
容
を

尋
ね
ま
し
た
。

　

編
集
委
先
日
発
表
さ
れ
た
公
費

公費医療洗い出す

行管庁４月から調査開始

負
担
医
療
の
調
査
に
つ
い
て
、
内
容

や
時
期
な
ど
を
聞
か
せ
て
下
さ
い
。

　

若
松
専
門
官
調
査
内
容
は
、
①

各
種
の
公
費
負
担
医
療
で
行
わ
れ
て

い
る
所
得
制
限
を
調
べ
る
。
②
公
費

負
拍
事
業
の
内
容
を
見
直
す
プ
③
公

費
負
担
に
よ
る
給
付
内
容
を
審
査
す

る
。

　

編
集
委
そ
れ
ぞ
れ
調
査
さ
れ
る

目
的
は
。

　

若
松
専
門
官
所
得
制
限
は
す
で

に
制
度
間
で
均
衡
を
欠
い
て
き
て
い

る
の
で
、
事
業
内
容
の
見
直
し
は
、

最
近
は
疾
病
構
造
も
変
化
し
て
い
る

の
で
、
給
付
審
査
の
見
直
し
は
、
す

で
に
医
療
保
険
に
高
額
療
養
費
制
度

も
出
来
て
い
る
の
で
公
費
医
寥
こ
の

関
係
で
見
直
し
を
し
た
い
。

　

編
集
委
実
施
時
期
は
い
つ
で
す

か
。

　

若
松
専
門
官
四
月
か
ら
七
月
ま

で
に
現
地
調
査
（
各
病
院
な
ど
）
を

実
施
し
、
七
月
末
に
は
各
県
よ
り
報

告
會
を
集
め
る
計
画
で
あ
る
。
八
月

か
ら
は
中
央
で
厚
生
省
や
各
団
体
の

調
査
を
行
い
た
い
。
三
月
末
に
は
、

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ウ
ル
の
最
終
案
を
ま

と
め
る
。

　
　

【
解
説
】
細
部
に
わ
だ
っ
て
の

洗
い
直
し
の
計
画
は
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
こ
の
調
査
内
容
（
所
得
制
限
、

事
業
内
容
、
給
付
内
容
な
ど
）
か
ら

み
る
と
、
今
国
会
で
審
議
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
る
健
康
保
険
改
暦
と
連
動
。

し
て
だ
さ
れ
る
公
費
負
担
医
療
の
改

悪
、
つ
づ
く
老
人
医
療
の
有
料
化
、

国
保
の
改
悪
計
。
画
と
機
を
同
じ
く
し

て
お
り
、
そ
の
実
態
を
つ
か
む
事
に

よ
っ
て
改
悪
作
業
の
理
由
づ
け
を
ね

ら
う
と
思
わ
れ
ま
す
。
い
よ
い
よ
公

費
医
療
改
悪
の
本
番
を
む
か
え
ま
し

た

健
保
法
の
審
議
連
休
後

い
よ
い
よ
健
保
・
公
費
医
療
の
改
亜
ｙ
不
格
化

　

い
よ
い
よ
、
医
累
保
険
な
ら
び
に
各
種
公
費
負
担
医
療
の
改
悪
の
勒
き
が
本
番
を
ひ
な
る
Ｆ
だ
。
五
月
十

日
か
り
、
も
の
第
一
弾
と
い
う
健
康
保
険
改
悪
案
が
衆
議
院
で
審
議
開
始
に
な
り
ま
す
。
「
苓
づ
け
医
療
。
薬
価

マ
ー
ジ
ン
に
メ
ス
を
入
れ
る
た
め
に
患
者
負
担
晋
ふ
や
す
」
と
厚
生
省
は
い
っ
て
い
ま
す
が
、
的
違
い
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
な
お
、
健
保
の
あ
と
に
国
保
、
老
人
医
療
や
各
種
公
費
医
療
の
見
直
し
が
、
第
二
弾
、
第
三

弾
と
つ
づ
き
ま
す
。
全
国
患
者
・
家
族
集
会
実
行
委
員
会
が
行
う
国
会
精
願
の
成
功
が
期
待
び
れ
ま
す
。

　

あ
な
た
は
、
「
薬
代
の
半
額
を
払

い
な
さ
い
」
と
い
わ
れ
た
ら
、
ど
う

し
ま
す
か
。
今
ま
で
通
幻
通
院
洽
療

を
う
け
ま
す
か
。

　

あ
な
た
は
、
二
日
千
円
づ
つ
給

食
代
を
払
い
な
さ
い
」
と
い
わ
れ
た

ら
、
ど
ラ
し
ま
す
か
。
給
食
代
千
円

を
払
っ
て
入
院
治
療
を
つ
づ
け
ま
す

か
。
そ
れ
と
も
、
治
療
途
中
で
退
院

し
ま
す
か
。

　

こ
れ
は
、
政
府
が
や
ろ
う
と
し
て

い
る
「
健
康
保
険
の
改
悪
の
中
身
」

で
す
。

　

通
院
治
療
や
入
院
治
療
を
つ
づ
け

大分県がΞ世病院の盆栽陳列

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
私
達
は
、
薬
に

よ
る
治
療
を
や
め
る
訳
に
い
き
ま
せ

ん
。
と
言
っ
て
、
薬
代
の
半
額
負
担

も
大
方
の
人
は
困
難
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
一
ヵ
月
分
三
万
円
に

な
る
給
食
代
を
負
担
さ
せ
ら
れ
て
も

払
え
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
患
者
い
じ
め

の
改
悪
は
や
め
て
、
予
防
給
付
の
新

設
と
か
治
寮
の
中
で
薬
や
検
査
の
ム

ダ
を
解
消
す
る
と
か
、
病
気
の
再
発

を
へ
う
丁
よ
具
劣
向
に
力
を
入
れ

よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

健
保
審
議
日
程
衆
誌

　

昨
年
二
回
の
国
会
で
継
続
審
議
に

お
い
こ
ま
れ
た
異
例
の
「
健
保
法
案
」

は
、
今
国
会
で
は
、
五
月
十
日
以
降

に
審
議
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で

す
。
す
で
に
衆
議
院
・
社
労
委
員
会

で
は
、
４
月
９
日
年
金
法
、
1
0
ｒ
ａ
港

湾
労
法
、
2
4
日
離
職
者
法
、
2
5
日
原
爆

被
爆
法
、
2
6
日
2
7
日
薬
二
法
審
議
５

月
1
0
日
そ
れ
ぞ
れ
採
決
の
予
定
で
す
。

健
康
保
険
の
改
悪
案

医
療
給
付
本
人
1
0
割
・
家
族
７
割

　
　
　
　

給
付
を
本
人
・
家
旅
こ
も

　
　
　
　

８
・
３
割
程
度
に
す
る
。

思
者
負
担
①
新
た
に
薬
剤
・
歯
科

　
　
　
　

材
料
は
現
物
給
付
と
し
、

　
　
　
　

そ
の
二
分
の
一
負
担
と
す
埋
葬
料

　
　
　
　

る
。
た
だ
し
、
高
価
薬
と

　
　
　
　

長
期
連
投
薬
な
ど
は
除
外
分
娩
費

　
　
　
　

す
る
。

　

②
新
し
く
、
入
院
患
者

は
一
日
千
円
の
給
食
代
を

負
担
す
る
。

　

④
初
診
料
六
百
円
を
千

円
に
す
る
。

　

④
高
頷
療
妻
費
の
思
者

負
担
三
千
九
千
円
は
廃
止

し
、
本
人
ふ
奪
で
も
二

万
円
（
低
所
得
者
だ
け
一

万
円
）
と
す
る
。

　

五
万
円
を
七
万
円
に
す

る
。

　

十
万
円
か
干
二
万
円
に

す
る
。

標
準
報
酬
三
十
八
万
円
を
四
十
七

の
上
限
万
円
と
す
る
。

保
険
料
亭
千
分
の
八
十
と
賞
与
分

　
　
　
　

千
分
の
八
を
千
分
の
七
十

　
　
　
　

に
す
る
。
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革
新
府
政
の
継
続
・
発
展
を

大
阪
府
患
一
人
五
票
を
目
標
に
早
期
達
成

　

大
阪
府
患
者
同
盟
（
日
患
加
盟
）

は
、
今
回
の
地
方
選
挙
で
黒
田
革
新

府
政
の
継
続
・
発
展
を
め
ざ
し
て
、

実
行
委
員
会
を
つ
く
り
皆
ん
な
で
も

て
る
力
を
ふ
り
し
ぽ
っ
て
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

　

大
阪
府
患
者
同
盟
の
か
か
げ
る
要

求
は
、
①
大
阪
の
実
態
に
即
し
た
結

核
対
策
（
住
民
検
診
、
医
療
関
係
者

の
研
修
、
結
核
べ
ｙ
ド
確
保
）
を
強

化
す
る
こ
と
、
②
長
期
療
養
患
者
の

生
活
相
談
事
業
の
助
成
予
算
を
増
額

す
る
こ
と
、
③
内
部
障
害
者
、
低
肺

機
能
者
の
自
立
更
生
、
生
活
相
談
事

業
を
助
成
対
象
に
す
る
こ
と
、
④
内

部
障
害
者
、
低
肺
機
能
者
の
更
生
、

援
護
施
設
（
コ
ロ
ニ
ー
）
、
福
祉
工

場
の
建
設
な
ど
を
重
点
に
運
動
を
す

す
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
思
者
、
障
｀
暑
、
低
肺
機
能

者
の
要
求
を
実
現
さ
せ
る
に
は
、
ひ

き
つ
づ
く
政
府
の
結
核
対
策
切
り
下

げ
、
薬
代
、
給
食
代
の
患
者
負
担
化

と
一
部
負
担
の
増
額
を
す
る
健
康
保

険
、
公
費
医
療
の
改
悪
に
反
対
し
、

ま
た
、
大
量
失
業
、
就
職
難
を
打
開

す
る
に
は
、
革
新
黒
田
府
政
の
継
続

・
発
展
以
外
に
な
い
と
、
今
回
の
知黒田さんをぜひ知事にと開いた大阪府患者同

盟の決起集会

事
選
挙
で
勝
利
さ
せ
る
こ
と
を
璽
要

な
運
動
と
し
て
い
ま
す
。

　

大
阪
府
患
は
、
昨
年
十
月
、
十
八

自
洽
会
の
賛
同
を
え
て
「
実
行
委
員

会
」
を
つ
く
り
、
全
会
員
に
府
患
の

運
動
成
果
と
革
新
府
政
と
の
ぶ
な

が
り
”
を
説
明
し
て
歩
き
ま
し
た
。

　

す
で
に
、
七
つ
の
患
者
自
治
会
が

黒
田
支
持
を
き
め
て
お
り
、
パ
ン
フ

　

（
革
新
府
政
八
年
の
あ
ゆ
み
）
は
、

　

一
、
八
〇
〇
部
も
思
者
な
ど
に
ひ
ろ

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

三
月
十
日
九
十
三
名
の
各
自
治

会
代
表
の
参
加
に
よ
っ
て
、
「
決
起

集
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
集
会
に
は
、
京
都
府
患
者
同

盟
か
ら
五
名
が
応
援
に
か
け
つ
け
、

七
県
の
患
者
同
盟
か
ら
激
励
電
報
が

よ
せ
ら
れ
、
日
思
本
部
古
川
事
務
局

長
、
明
る
い
革
新
府
政
を
つ
く
る
会

代
表
の
激
励
あ
い
さ
つ
を
う
け
、
集

会
は
大
成
功
し
ま
し
た
。

　

こ
の
決
起
集
会
で
は
、
黒
田
さ
ん

支
持
を
「
一
人
五
票
」
あ
つ
め
る
こ

と
を
決
議
し
、
す
で
に
二
十
九
日
現

在
で
目
標
の
九
Ｄ
％
を
や
り
と
げ
て

い
ま
す
。

　

現
在
で
は
、
ど
の
自
治
会
で
も
、

府
民
の
革
新
知
事
を
支
持
し
よ
う
の

声
が
ひ
ろ
が
り
、
知
事
選
の
勝
利
こ

そ
、
大
阪
の
患
者
、
回
復
者
、
障
害

者
の
医
療
と
生
活
、
人
間
ら
し
く
生

き
て
い
く
権
利
を
守
る
道
で
あ
る
と

確
信
を
も
っ
て
す
す
め
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
永
田
修
三
通
信
）

革
新
都
政
で
福
祉
前
進

東
京
む
ち
う
ち
症
連
絡
協
議
会

　

東
京
む
ち
う
か
征
連
絡
協
議
会
は

十
二
日
、
拡
大
幹
事
会
を
開
き
、
「
明

る
い
革
新
都
政
を
つ
く
る
会
」
が
十

日
、
新
宿
体
育
館
で
開
い
た
「
太
田

薫
さ
ん
を
は
げ
ま
す
都
民
の
つ
ど

群
病
の
後
援
会

革
新
票
一
万
目
標
で
決
起
集
会

　

【
石
井
英
男
】
三
月
三
十
一
日
東

京
都
障
害
者
会
館
に
お
き
、
［
明
る

い
革
新
都
政
を
つ
く
る
労
災
・
職
業

病
患
者
と
家
族
の
会
］
の
決
起
隻
Ｅ

が
ひ
ら
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
は
、
職
業
病
の
む
ち
う
ち
、

鉛
中
毒
、
圃
中
毒
、
け
い
わ
ん
症
、

腰
痛
症
な
ど
の
団
体
か
ら
約
百
名
の

有
志
代
表
が
集
ま
り
ま
し
た
。
そ
し

い
」
で
採
択
さ
れ
た
蔀
民
へ
の
ア

ピ
ー
ル
”
の
支
持
決
議
を
行
い
ま
し

た
。

　

利
権
と
汚
職
の
自
民
党
都
政
か
そ

れ
と
も
憲
法
を
守
り
、
患
者
、
障
害

者
の
く
ら
し
を
守
る
革
新
都
政
を
い

っ
そ
う
発
展
さ
せ
る
の
か

　

こ
の
大
き
な
分
れ
道
で
あ
る
都
知

事
選
で
舅
気
と
決
断
≒
実
行
力
”

を
も
つ
都
民
の
代
表
、
太
田
薫
さ
ん

の
勝
利
の
た
め
奮
闘
す
る
こ
と
を
誓

て
、
八
日
投
票
の
都
知
事
選
挙
に
お
い
ま
し
た
。

い
て
、
革
新
都
政
の
継
続
・
太
田
支

　

わ
た
し
た
ち
は
、
早
速
、
Ｏ
Ｋ
バ

持
を
ひ
ろ
め
る
い
都
民
へ
の
ア
ピ
ー
ｙ
チ
の
注
文
を
集
め
、
「
明
る
い
会
」

世
の
採
択
を
行
い
、
一
人
十
人
以
と
連
絡
を
と
り
な
が
ら
、
明
る
い
会

上
の
支
持
票
を
集
め
、
全
体
で
一
万
ニ
ュ
ー
ス
、
候
補
者
リ
ー
フ
な
ど
の

票
の
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
を
決
議
普
及
、
宣
伝
活
動
を
は
じ
め
て
い
ま

し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

す
。

　

告
示
（
十
四
日
）
第
一
声
（
渋
谷

駅
頭
）
に
は
、
会
の
旗
を
掲
げ
て
多

く
の
会
員
が
参
加
。

　

社
会
党
飛
島
田
委
員
長
、
共
産
党

宮
本
委
員
長
、
総
評
俤
夜
議
長
や
青

島
幸
男
氏
（
参
院
）
革
自
連
代
表
中

山
千
夏
さ
ん
ら
各
氏
の
あ
い
さ
つ
の

あ
と
、
太
田
さ
ん
が
立
ち
、
革
新
都

政
は
国
の
水
準
を
上
ま
わ
る
福
祉
、

社
会
保
障
を
実
施
し
、
こ
れ
を
全
国

に
ひ
ろ
け
た
が
、
都
民
か
ら
一
人
平

均
、
全
国
最
高
（
四
十
八
万
円
）
の

税
金
を
集
め
な
が
ら
、
そ
の
七
割
を

国
が
こ
り
あ
げ
、
一
銭
も
地
方
交
付

金
を
返
さ
な
い
で
、
都
を
財
政
危
機

に
追
い
こ
み
、
稽
祉
」

理
後
退
さ
せ
た
自
民
党
の
革
新
自
治

体
つ
ぶ
し
の
仕
事
を
や
っ
た
連
中
を

知
事
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

都
民
の
た
め
に
、
あ
く
ま
で
革
新

の
筋
を
通
し
、
実
行
力
で
新
ら
し
い

都
政
に
と
り
く
む
と
三
〇
〇
〇
人
の

参
加
者
に
訴
え
ま
し
た
。

　

わ
た
し
た
ち
は
、
さ
ら
に
多
く
の

労
災
、
職
業
病
被
災
者
の
間
に
勝
利

の
た
め
の
活
動
を
拡
げ
て
い
く
決
意

で
す
。

　

全
国
の
仲
間
の
皆
さ
ん
。

ひ
と
り
で
も
多
く
の
知
人
、
友
人
に

支
持
を
拡
げ
て
下
さ
る
よ
う
心
か
ら

お
ね
が
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
石
井
英
男
通
信
）
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目
、
手
、
足
で
健
康
を
ほ
り
お
こ
す

日
本
生
活
協
同
組
合
連
合
会
医
療
部
会

　

「
医
療
‐
Ｊ
Ｊ
体
し
よ
・
２
　
い
」
は
。
几
回
目
で
す
。
今
。
口
は
「
‐
木
生
活
協
り
組
八
‥
・
医
原
図
戸
を
紹
介
し
ま

す
。
私
た
ち
心
七
や
家
族
に
と
っ
て
健
康
と
医
療
・
リ
ハ
ビ
リ
で
関
係
の
ふ
か
い
口
休
の
。
つ
で
す
。
小
穆
几

址
の
篠
崎
次
呪
さ
ん
を
４
ね
て
い
ろ
い
ろ
と
お
間
き
し
ま
し
た
。

テ
ス
ト
の
な
い
保
健
大
学
誕
生

　

利
根
（
群
馬
）
地
方
に
「
保
健
大

学
」
が
で
き
て
い
る
ん
で
す
。

　

関
東
平
野
を
う
る
お
す
利
根
川
の

源
流
は
、
こ
の
沼
田
盆
地
の
奥
座
敷

と
な
る
谷
川
、
尾
瀬
、
日
光
白
根
、

上
州
武
尊
の
連
山
で
す
。

　

こ
の
地
方
の
農
山
村
に
一
万
世
帯

を
組
合
員
に
す
る
医
原
生
協
、
利
根

中
央
病
院
が
あ
り
、
昭
和
四
十
八
年

十
二
月
に
保
健
大
学
を
開
校
。
第
一

期
生
四
十
三
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　

学
生
さ
ん
は
、
農
家
の
お
母
さ
ん

お
ば
あ
さ
ん
、
お
じ
い
さ
ん
で
、
毎

郷
じよ

ゆ
月
一
回
の
講
座
（
①
体
の
し
く
み
と

は
た
ら
き
、
②
高
血
圧
、
心
臓
病
、

腎
臓
病
、
脳
卒
中
、
リ
ハ
ビ
リ
、
③

肝
臓
病
、
極
所
病
、
④
呼
吸
器
の
病

気
、
⑤
急
性
腹
症
、
痔
、
⑥
胃
潰
瘍

胃
か
ん
、
ぶ
こ
こ
ろ
の
健
康
、
精
神

病
は
な
お
せ
る
、
⑧
婦
人
の
病
気
、

Ｊ
腰
涌
、
神
経
痛
、
関
節
痛
、
⑩
救

急
処
置
、
⑩
子
供
の
病
気
、
医
者
の

上
手
な
か
か
け
方
、
⑩
班
と
自
主
的

健
康
づ
く
り
運
動
）
を
約
六
ヵ
月
で

う
け
て
い
ま
す
。

　

い
ま
ま
で
に
ほ
ば
三
〇
〇
名
が

卒
業
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
班
（
地
域
）

の
保
健
委
員
と
な
り
、
血
圧
測
定
や

尿
検
査
と
か
療
養
指
導
、
救
急
の
応

急
処
置
の
指
導
、
食
生
活
や
住
居
改

善
な
ど
の
健
康
づ
く
帥
と
医
療
の
援

助
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

阿
部
由
子
さ
ん
も
保
健
委
員
で
小

児
マ
ヒ
に
よ
る
障
害
者
で
す
。
小
さ

な
三
人
の
子
供
を
か
か
え
て
「
テ
ス

五
十
万
世
帯
参
加
の
保
健
活
動

　

生
協
連
医
療
部
会
は
、
昭
和
三
十

二
年
に
創
立
。
現
在
で
は
五
十
万
世

帯
、
百
組
合
が
加
盟
し
て
い
ま
す
。

　

医
療
生
協
に
は
、
三
つ
の
活
動
と

し
て
、
①
健
康
を
守
る
活
動
、
②
病

気
を
治
療
す
る
活
動
、
③
治
療
を
つ

ら
ぬ
く
活
動
を
柱
に
し
て
い
ま
す
。

　

組
合
の
中
に
は
、
患
者
会
と
し
て

糟
尿
、
高
血
圧
、
胃
病
、
結
核
、
ぜ

ん
そ
く
等
が
つ
く
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

独
自
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
し
か
し

大
部
分
の
組
合
員
は
健
康
な
地
城
の

人
達
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
地
域
の
す
べ
て
の

住
民
が
参
加
で
き
る
団
体
に
し
ょ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
「
地
域
保
健
活
動
計

画
」
を
完
成
さ
せ
、
一
人
ひ
と
り
が

目
・
手
・
足
を
つ
か
っ
て
健
康
を
守

る
事
や
ど
の
家
で
も
血
圧
測
定
を
や

卜
が
な
い
な
ら
」
と
入
学
。
い
ま
、

タ
ワ
シ
で
皮
膚
を
強
く
す
る
こ
と
や

し
ま
っ
て
い
ま
す
、

つ
た
り
、
ペ
ー
パ
ー
ド
ク
タ
ー
（
健

康
メ
大
士
で
病
気
を
予
防
す
る

こ
と
も
ひ
ろ
げ
よ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
は
、
退
院
患
者
さ
ん

に
「
生
活
処
方
銭
」
を
も
た
せ
、
健

康
管
理
を
援
助
す
る
と
か
、
ホ
テ
ル

並
み
の
大
食
堂
、
大
浴
場
を
つ
く
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
、
利
根
、
白
根
、
川
崎
、

水
島
、
津
軽
医
療
生
協
な
ど
全
国
的

に
す
す
み
だ
し
て
い
ま
す
。

一
月

　

▲
総
評
「
春
闘
白
書
」
を
発

表
。
健
保
改
正
を
批
判
し
、
保
険

外
負
担
解
消
に
重
点
を
お
く
。

　

▲
十
日
中
央
社
保
協
予
算

要
求
で
厚
生
省
と
交
渉
。

　

▲
十
三
日
自
治
省
特
定
不
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米
価
値
上
げ
に
と
も
な
い
生
活
保

護
基
準
（
標
準
四
人
）
で
三
百
円

引
き
上
げ
を
決
め
た
。

　

▲
十
六
日
自
治
省
救
急
医

鰻
に
特
例
措
置
（
特
定
機
器
は
三

年
間
五
分
の
四
に
課
税
）
を
ふ
く

む
地
方
税
法
改
正
案
を
き
め
た
。

　

▲
十
八
日
総
評
共
済
年
金

改
正
を
一
年
延
期
す
る
こ
と
を
大

蔵
省
に
申
し
入
れ
た
。

　

▲
４
　
九
日
蔵
相
五
四
年
度

税
制
改
正
の
要
綱
を
閣
議
に
報
告

し
了
承
を
得
た
。
内
容
に
一
定
の

医
療
機
器
は
初
年
度
四
分
の
一
を

特
別
噴
却
と
し
て
認
め
た
。

　

▲
二
十
二
日
中
央
職
安
審

雇
用
保
険
・
労
働
保
険
の
保
険
料

引
き
上
げ
を
答
申
し
た
。

　

▲
二
十
＝
百
厚
生
省
八
七

国
会
に
六
案
件
を
ま
と
め
国
会
に

提
出
、
他
二
案
件
を
準
備
中
。

　

▲
二
十
四
日
年
金
基
本
懇

昨
年
暮
か
ら
意
見
書
の
ま
と
め
に

入
り
、
こ
の
日
は
婦
人
の
年
金
権

財
政
調
整
な
ど
を
議
論
し
、
二
月

初
旬
ま
と
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

▲
ニ
４
　
五
日
第
八
七
国
会
を

再
開
し
た
。

　

▲
二
十
五
日
衆
院
社
労
委

医
療
保
険
制
度
に
関
す
る
小
委
員

会
の
委
員
を
決
定
。
委
員
長
は
戸

井
田
三
郎
氏
に
き
ま
っ
た
。

　

▲
二
土
八
日
厚
相
社
保
審

委
員
（
新
＝
加
藤
威
二
、
庭
田
範

秋
）
を
委
嘱
し
た
。

　

▲
二
十
九
日
厚
相
衆
院
本

会
議
で
福
祉
年
金
九
％
引
上
げ
と

年
金
は
物
価
ス
ラ
イ
ド
を
行
う
こ

と
を
約
束
し
た
。
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い
つ
ま
で
も
寒
い
日
が
あ
っ
た

り
暖
い
口
が
あ
っ
た
り
で
、
気
候

不
順
の
こ
の
頃
で
す
が
、
お
身
体

に
さ
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

さ
て
、
ご
多
忙
の
と
こ
ろ
面
倒

な
ご
相
談
で
す
が
お
願
い
し
た
い

と
思
い
お
便
り
を
書
き
ま
し
た
。

　

実
は
私
さ
い
き
ん
障
｀
憬
金
の

申
請
を
し
た
ら
、
却
下
の
処
分
を

う
け
ま
し
た
。
却
下
の
理
由
は
三

年
目
の
認
定
日
当
時
は
労
働
可
能

で
あ
る
と
い
う
の
で
す
。
勿
論
わ

た
し
は
認
定
日
当
時
は
治
療
を
受

重
症
で
も
年
金
却
下

認
定
日
当
時
は
労
働
可
能
と

那
覇
市

○

Ａ
生

け
な
が
ら
勤
め
て
い
ま
し
た
が
、

最
近
は
ほ
と
ん
ど
応
た
き
り
の
状

態
で
す
。

　

厚
生
年
金
を
二
十
八
年
も
保
険

料
を
払
っ
て
き
て
い
ま
す
し
、
難

病
（
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
）
だ
か
ら
当

然
障
｀
保
金
は
も
ら
え
る
も
の
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
全
く
納
得
の

い
か
な
い
年
金
だ
と
腹
立
た
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。
何
に
か
よ
い
方

法
が
あ
れ
ば
教
え
て
下
さ
い
。

　

（
ご
返
事
）

　

あ
な
た
の
よ
う
に
、
廃
疾
認
定

日
（
旧
法
三
年
目
）
に
病
状
が
軽

く
て
、
障
心
旱
金
の
裁
定
を
却
下

さ
れ
る
人
が
多
い
の
で
す
。
年
金

制
度
自
体
が
こ
の
よ
う
な
実
態
に

合
っ
て
い
な
い
か
ら
で
す
。

　

す
で
に
現
在
の
医
学
で
難
病
と

か
慢
性
疾
患
、
職
業
病
の
中
に
は

何
年
も
後
に
悪
化
す
る
事
を
診
断

で
き
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
現
状
に
合
せ
て
、
年

金
制
度
を
改
正
す
る
私
達
の
運
動

が
必
要
で
す
。

　

そ
れ
は
、
①
長
期
病
の
場
合
は

初
診
日
か
ら
半
年
を
過
ぎ
れ
ば
何

時
で
も
申
請
で
き
る
仕
組
み
に
改

め
る
事
だ
と
思
い
ま
す
、
②
も
う

一
つ
は
、
診
断
書
の
判
定
の
際
に

予
測
認
定
を
す
る
期
間
を
の
ば
せ

ば
あ
る
程
度
解
決
で
き
る
問
題
だ

と
思
い
ま
す
。

　

あ
な
た
も
、
現
在
の
ね
た
き
り

の
状
蓼
こ
二
十
八
年
も
保
険
料
を

納
め
て
き
た
事
を
主
張
し
て
、
不

服
申
立
て
を
し
て
は
い
か
が
で
す

か
。
審
査
官
に
生
活
の
実
態
を
見

て
も
ら
っ
て
は
い
か
が
で
す
か
。
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ご
購
読
の
お
ね
が
い

　

本
誌
は
、
全
国
患
者
団
体

連
絡
協
議
会
（
略
称
・
全
患

連
）
の
’
機
関
誌
で
す
。

　

読
者
の
皆
さ
ん
か
ら
、
患

者
や
家
族
、
一
般
の
方
々
に

ぜ
ひ
購
読
を
お
す
す
め
く
だ

さ
る
よ
う
ぉ
願
い
し
ま
す
。

申
込
先
〒
一
八
〇
－
○
四

　
　
　

東
京
都
清
瀬
市
松
山

　
　
　

‘
に
Ｉ
ご
〒
。
二
木

　
　
　

誌
編
集
委
員
会
ま
で

購
読
格
言
月
六
六
〇
円
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患者運動

　　

勁草書房刊

定価1,200円〒160円
長

　　

宏

　

著

世界でもめずらしい、といわれる｢患者運動｣

が、なぜ日本だけに発生したのか。

人権意識をもって立ち上った患者運動の現状

と課題を明らかにしています。必読の書、

お申込み現金(切手も可)でお申込み下さい。

全国患者団体連絡協議会東京都清瀬市松山2-13-12

全国患者団体連絡協議会加盟組織

く互療会）

〒105港区.西新植3－15－10原色版印刷内

　　　

≪0 3 (433) 16 4 1

く全国交通労働災害対策協議会）

〒171豊島区西池袋】-4-5

　　　

≪0 3 (982) 736 1

く全国腎臓病患者連絡協議会）

〒161新宿区下落ら3－15－29田沼ピル（第二）

　　　

會0 3 (952) 53 4 0

〈全国心臓病の子供を守る会〉

〒101千代田区神田北乗物町17北乗ビル

　　　

･ 03 (256) 8424

〈全国ハンセン氏病患者協議会》

〒189東村山市青葉町4－1－10

　　　

･0423 ;94) 15 7 1

〈全国職業性有害物障害患者協巌会〉

〒171豊島区西池袋3－17－18漬宮荘８号

　　　

･ 0 3 (986) 5 938

〈日本愚者同盟》

〒180-04清瀬市松山2－13－12

　　　

會^24 (91) 0058

〈慢性一餓化炭素中毒愚者会》

〒151渋谷区千駄ヶ谷1－3ト５代々木病院内

　　　

･0493 (24) 1 2 93後藤宛
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